
大 阪 農 業 時 報（5）

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
委
員
が
日
ご
ろ
の
現
地
確
認
で

遊
休
農
地
の
適
否
を
確
認
し
て
い
る

場
合
に
こ
れ
を
も
っ
て
利
用
状
況
調

査
を
実
施
し
た
こ
と
と
す
る
運
用
や
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
衛
星
画
像
や

航
空
写
真
等
の
活
用
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

各
市
町
村
農
業
委
員
会
等
に
お
い

て
は
、
熱
中
症
等
の
防
止
に
十
分
配

慮
し
つ
つ
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
時
期
・
方
法
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

た
い
。�

（
沼
田
）

　

大
阪
府
は
５
月
13
日
、「
河
内
一

寸
空
豆
」
を
26
番
目
の
「
な
に
わ
の

伝
統
野
菜
」
に
認
証
し
た
。

　

な
に
わ
の
伝
統
野
菜
は
、
①
概
ね

１
０
０
年
以
上
前
か
ら
大
阪
府
内
で

栽
培
さ
れ
、
②
大
阪
独
自
の
品
目
・

品
種
・
栽
培
方
法
又
は
府
内
特
定
地

域
の
気
候
風
土
に
育
ま
れ
た
も
の
で
、

栽
培
に
供
す
る
苗
、
種
子
等
の
確
保

が
可
能
で
、
③
現
在
も
府
内
で
生
産

さ
れ
て
い
る
野
菜
を
認
証
す
る
も
の
。 　

ソ
ラ
マ
メ
の
中
で
も
粒
が
大
き
く
、

甘
み
や
コ
ク
が
あ
り
、
ふ
っ
く
ら
と

し
た
食
感
な
ど
が
特
徴
。
明
治
時
代

に
は
南
河
内
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い

た
伝
統
的
な
品
種
で
あ
る
。（
沼
田
）
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農
林
水
産
省
は
こ

の
ほ
ど
、
農
地
法
に

基
づ
い
て
各
市
町
村

農
業
委
員
会
等
が
毎

年
実
施
す
る
「
農
地

利
用
状
況
調
査
」
の

実
施
時
期
・
方
法
に

つ
い
て
、
一
部
弾
力

的
な
運
用
を
可
能
と

す
る
通
知
を
発
出
し

た
。

　

同
調
査
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
農
林

水
産
省
通
知
「
農
業

委
員
会
の
運
用
に
つ
い
て
」
に
よ
り
、

毎
年
８
月
頃
に
実
施
す
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
猛
暑
を

踏
ま
え
、
３
月
31
日
に
同
通
知
を
改

正
し
、「
遊
休
農
地
の
判
定
や
そ
の

後
の
措
置
に
支
障
が
生
じ
な
い
適
切

な
時
期
」に
調
査
を
実
施
で
き
る
こ

と
と
し
た
。

　

ま
た
、
目
視
に
よ
る
現
地
確
認
を

行
っ
て
遊
休
農
地
に
該
当
す
る
か
否

か
を
判
定
す
る
方
法
に
つ
い
て
も
、

特
に
調
査
対
象
地
域
が
広
域
で
あ
っ

た
り
、
通
行
が
困
難
で
あ
る
場
合
な

ど
は
業
務
負
担
が
大
き
い
と
の
意
見

2026年（令和８年）8月1日

て
い
る
ほ
か
、
海
老
芋
に
つ
い
て
も
、

令
和
５
年
に
富
田
林
市
海
老
芋
振
興

協
議
会
の
副
会
長
と
し
て
、
関
係
者

ら
と
と
も
に
Ｇ
Ｉ（
地
理
的
表
示
）登

録
に
関
わ
り
、
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
向

上
に
力
を
注
い
で
き
た
。

　

ま
た
、
富
田
林
市
の
若

手
農
業
者
ら
で
構
成
す
る

「
富
田
林
市
の
農
業
を
創

造
す
る
会
」
で
は
会
長
と

し
て
運
営
の
中
核
を
担
う
。

会
員
農
家
が
栽
培
指
導
を

行
う
「
富
田
林
市
き
ら
め

き
農
業
塾
」
に
つ
い
て
も
、

塾
生
を
将
来
の
地
域
農
業

を
支
え
る
大
切
な
担
い
手

と
し
て
捉
え
、
多
忙
な
農

作
業
の
合
間
に
も
積
極
的

に
現
場
に
足
を
運
び
、
交

流
を
惜
し
ま
な
い
。

　

さ
ら
に
は
、
高
校
生
等

の
海
外
研
修
に
向
け
た
渡

航
前
研
修
の
受
入
れ
や
、
地
元
中
学

生
に
地
域
農
業
・
農
産
物
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
農
園
見

学
に
も
協
力
。
若
い
う
ち
に
農
に
触

れ
る
機
会
は
重
要
な
も
の
と
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

令
和
７
年
に
は
、
農
山
漁
村
女
性

活
躍
表
彰
の
女
性
優
良
ビ
ジ
ネ
ス
部

門
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。
優

れ
た
農
業
経
営
の
実
践
に
加
え
、
産

地
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
や
地
域
の
担
い

手
育
成
な
ど
に
尽
力
し
て
き
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

乾
さ
ん
は
、「
楽
し
く
農
業
を
す

る
こ
と
は
大
切
だ
が
『
好
き
』
だ
け

で
続
け
る
の
は
難
し
い
。
次
の
世
代

が
農
業
を
業
と
し
て
続
け
ら
れ
る
環

境
を
整
え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

�

（
沼
田
）

　

令
和
３
年
度
に
な
に
わ
農
業
賞
を

受
賞
し
た
乾
裕
佳
さ
ん（
51
）は
、
富

田
林
市
西
板
持
で
代
々
続
く
乾
農
園

の
４
代
目
と
し
て
、ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
、

海
老
芋
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
る
。

　

代
を
重
ね
る
中
で
作
付
面
積
を
広

げ
、
現
在
は
約
３
㌶
に
及
ぶ
。
規
模

拡
大
に
伴
い
、
雇
用
型
の
経
営
体
制

づ
く
り
や
外
国
人
材
の
活
用
に
も
取

り
組
み
、
多
様
な
人
材
が
農
園
を
支

え
る
体
制
を
築
い
て
き
た
。

　

16
年
前
に
帰
郷
し
、
乾
農
園
の
経

営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
裕
佳
さ

ん
は
、
西
板
持
の
海
老
芋
の
復
興
・

継
承
に
長
年
努
め
て
き
た
父
の
勝
秀

さ
ん
か
ら
技
術
を
学
ん
だ
。

　

そ
の
時
の
経
験
を
踏
ま
え
、
従
来

の
「
見
て
学
ぶ
」
方
式
に
と
ど
ま
ら

ず
、
農
園
全
体
で
栽
培
技
術
や
作
業

手
順
を
共
有
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

模
索
。
作
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
役

割
分
担
、
作
業
記
録
の
徹
底
を
進
め
、

令
和
２
年
に
は
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取

得
し
た
。
安
全
性
の
確
保
に
と
ど
ま

ら
ず
、
作
業
工
程
や
労
働
体
制
を
見

直
す
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に「
富
田
林
の
千
両
な
す
」は

大
阪
府
内
の
農
産
物
で
初
め
て
「
高

め
の
血
圧
を
低
下
さ
せ
る
」
と
い
う

機
能
性
表
示
食
品
と
し
て
販
売
さ
れ

富
田
林
市
・
乾　

裕
佳
さ
ん

な
に
わ
農
業
賞
受
賞
者
紹
介
96

地
域
振
興
や
担
い
手
育
成
に
尽
力

「何でも相談し合える地域の農家仲間がいたからこそ、
様々なことがやれてきた」と乾さん

「
河
内
一
寸
空
豆
」が

「
河
内
一
寸
空
豆
」が

��

伝
統
野
菜
に

伝
統
野
菜
に

河内一寸空豆（大阪府環境農林
水産部農政室提供）

農地パトロールの運用見直し農地パトロールの運用見直し
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